
☆天文の基礎知識 一月の形と月齢について一
夜に星空を観察したり写真を撮るとき、月の明るさが大きく影響します。そのため、星空の観察会を計画す

るときなどには、前もって、その日の月の明るさがどの嘉叢か調べておく憲賽があるので、この「董墨繕う轟」

にも毎日の月の形と、それに関係が深い「月齢」をのせています。

月は地球の滞りを回りながら、いつも約29日半かけて1回濡ち為すしています。そして、全部欠けた新月

の繭からある時刻までの肯薮を「月齢」といって、 0から2 9. 5くらいまでの数字で表します。

そのようにすると、明るく光っている部分の大きさと、月齢との関係はほぼ一定になります。

(●二月齢0、 ⑭=月齢約3、 〇二月齢約7、 〇二月齢約15、 ①=月齢約23、 ㊥二月齢約26)

したがって、ある時の月齢が前もって分かればその時、月の光っている部分の形をだいたい惹稼できるの

で、薪能やカレンダーなどにも毎日午後9時の月齢をのせているものが多いです。

例えば、この「星空情報」の1枚目の表に、今月1日午後9時の月齢が「12.8」と書かれています。こ

れは先月(5月) 20日の午前l時48分に新月(●)になり、それから今月1日の午後9時までに約12.

8日だったということを表し、それによって月の形はだいたい○だろうということが想像できます。

また、月は今月1 8日の午後1時48分に再び全部欠けて新月になり、その時点からその日の午後9時ま

でに約7時間12分(=約7.2時間)たっているので、その「時間」を「日」に直して(7.2÷24=0.

3)、 1枚目の表には今月18日午後9時の月齢が「0.3」と書かれています。そして、次の19日と20日

の午後9時までには、 18日の午後9時から丸1日や丸2日たっているので、その時の月齢は「0.3」に「l」

または「2」を加えて「1.3」と「2.3」となっています。

藩論芋窪藻巌隊 2。23①こ穴練と春の星空キャンプ
今年1回目の「銀河宇宙探検隊」が5月13日(土)

一14日(日)に六郷公民館で醸されました。小学生

8人があらたに入隊し元気な隊員が多くとてもにぎ

やかです。まず英雄畳替鏡の使い方をみっちり学

び、芙蕩薫意の雑纂(写真上)では黒点を4個も発見。 i「
こくてん

また、罷議案では好きなテーマをえらび、さっそ

く活動に取り組み、星座早見盤の使い方や方角・高

度の見かたを締しました。

タ嵐ナの西の空には、金星(よいの明星)が輝き
みょうじょう かがや

その次の二番星を見つけた時には「ワーツ」と大こ

うふん。小学生は金星の観察(写真下)や星座さが

しを、中・高校生は美津葦黄の譲影を行いました。

19時45分ころには、南から北東に向かって行く

諜芋窪ステーションを確認。金星と変わらないく
かくにん

らい明るく輝いていました。仲間づくりのゲームも

行われ、たいへん充実したものとなりました。

次回は7月8日へ9日の「夏の星空キャンプ」です。


